
令和７年度
京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

学校改善支援プラン
～学びのパスポートの結果分析を生かしていくために～

令和８年３月
京都府教育委員会
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Ⅰ 京都府の方針
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Check

「全国学力・学習状況調査」と「学びのパスポート」の役割

学

力

向

上

Vision Plan

DoAction

Research

授
業
改
善

全国学力・学習状況調査

『京都府学力・学習状況調査 ～学びのパスポート～』

個
に
応
じ
た
指
導

Ⅰ 京都府の方針

２つの調査の特徴を踏まえて、多角的な分析による効果的な活用を！

主に個の
視点から

主に集団の
視点から

子ども一人一人が

「認知能力と非認知能力等を一体的に発揮」し、
３つの資質・能力が育まれる授業づくりを
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目指す児童生徒像及び教員像

学力調査

小学校：国語、算数
中学校：国語、数学、英語*

＊中２・中３のみ

学習状況調査

非認知能力、学習の方法
生活状況、ICT利活用の状況

３つの特徴

①調査問題の難易度に左右されず、学力の伸びと非認知能力等の変容を経年比較できる。

②学力だけでなく、非認知能力等を測ることができる。

③児童生徒一人一人の学力の伸びと非認知能力等の変容を見える化できる。

『京都府学力・学習状況調査 ～学びのパスポート～』とは

Ⅰ 京都府の方針
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Ⅱ 結果分析及び活用
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Ⅱ 結果分析及び活用～教員～

Check

RV-PDCAサイクルの中での「学びのパスポート」の役割とは

学

力

向

上

Vision Plan

DoAction

Research

授
業
改
善

観察とデータに基づき、主体的・対話的で深い学びからのアプローチ

観察とデータに基づき、非認知能力、学習の方法からのアプローチ

個
に
応
じ
た
指
導

学校改善プランを活用して、言語化していくことが有効！

学校改善プランは、「Plan」を書

いて終わりではなく、実践の
足あとを言語化するための

メモのような活用を！

Plan

Check

Action

Research

Vision

Do

授業改善

 RV-PDCAサイクルを循環させるための「学校改善プラン」の活用
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【留意点】
①なぜ、この「目指す子ども像」なのかを言語化できる。
②自校の「目指す子ども像」に基づいて、授業場面での「子ど
もの学びの姿」を言語化できる。

＊対象の非認知能力等が含まれていること。

①学校教育目標や研究主題等を基に、学校（中学校区）として育成を目指す児童生

徒像を具体的に記載してください。○○力等ではなく、具体的な言葉で記載してください。

＊学校教育目標の明確化【学習指導要領（第１章総則第２の１参照）】

「目指す子ども像」を全教職員で言語化することで、課題意識の共有を！

RV-PDCAサイクルの過程を言語化するための学校改善プランの活用

豊富で多様なデータがあるからこそ、まずはゴールの姿の言語化から！

Ⅱ 結果分析及び活用～教員～
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学校改善プランに記載した

「目指す子ども像」と関連するデータに着目

「気になる児童生徒」の
結果データから状況を分析

指導及び支援を検討

「強み」や「成果」を
結果データから分析

指導及び支援を共有

年度末に成果と課題を把握

指導及び支援を実施

豊富で多様なデータの中から、見たいデータを絞っていく手順例

学校改善プランに記述を残していくことがポイント！

Ⅱ 結果分析及び活用～教員～

次年度の構想

9



Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～

返却される帳票（結果データ）

01_学年_学力分析シート ＊散布図があるシート

   02_学年_教科に関する調査_採点結果

03_学年_児童生徒質問調査_回答結果

04_学年_教科に関する調査_問題ごとの正答率等一覧表

      05_学年_学力分析データ（ステップ・学力値・伸び）児童生徒別

06_学年_各実施主体の調査結果票

07_全体_学力の伸びの状況

個と集団

個と集団

個と集団

集団

個

集団

帳票01
学力ステップと質問調査との関連を示す

散布図

帳票01
学力の伸びと質問調査との関連を示す

散布図

帳票01
個々の状況や伸びを示す

個人カルテ

帳票03
府の状況とも比較できるよう、グラフで示す

質問調査の回答状況

帳票04
各出題問題の概要や趣旨等と正答率を示す

正答率一覧表

帳票07
学力層別の伸び率や伸びの変化を示す

学力の伸びの状況

帳票01
学力の伸び方の違いによる

質問調査の回答状況の図表

帳票05
個々の学力の伸びや伸び悩みを示す

学力分析データ表

集
団

個

集団

帳票06
学力の状況や変化、伸びの状況を示す

学力の状況

帳票02
問題別の結果や回答状況 を示す

教科に関する調査の回答状況

分析できる視点で整理すると・・・・
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5 年 組 番 氏名

１　学力ステップと学力の伸び

伸び

3

-1

２　京都府版はぐくみたい力に関する（非認知能力に関する）調査の結果

３　学習の方法・主体的、対話的で深い学びの結果

0.17

0.50

3.67

0.33

-0.25

0.00

変容

-0.67

0.33

0.33

0.33

昨年度

2.67

2.75

3.50

-0.67
計画性 2.00 2.33 -0.33

目標に向けて取り組む姿勢 3.00 3.67

-0.33
思考の柔軟性 3.00 2.67 0.33

他者と進んで関わろうとする態度 2.33 2.67

0.00
好奇心 3.33 2.67 0.67

2.67

変容
自己調整 3.00 3.50 -0.50

今年度 昨年度

3.00

精緻化

主体的・対話的で深い学び（国語）

2.67

2.00

1.00

2.50
主体的・対話的で深い学び（算数・数学）

1.33

3.00

2.33

2.67

2.50

表層理解

リハーサル

体制化

3.00

学びに対する積極性 2.67

今年度

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

3.00

2.50

3.50

今年度 昨年度

6-C

6-B

国語

算数・数学

7-C

6-C

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
自己調整

学びに対する積極性

好奇心

他者と進んで関わろう

とする態度

思考の柔軟性

目標に向けて取り組

む姿勢

計画性

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

今年度

昨年度

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
表層理解

リハーサル

体制化

精緻化

主体的・対話的で深い学び

（国語）

主体的・対話的で深い学び

（算数・数学）

今年度

昨年度

帳票06：学力ステップの平均の変化
～学年全体の状況と変化を把握～

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載

１学年のステップ数は７、
学力ステップは21段階

と を見て、
状況と変化を確認する。

自校

ステップや伸びに着目する。
同時に個の状況も把握可能。

集団と個のデータをつないで見る（帳票06及び帳票07の活用）

帳票01：基礎データ

伸び率に着目し
課題となる学力層を見出す。

帳票07：伸びの状況

府平均との比較により、
課題となる学力層を見出す。

帳票06：学力層の現状

個

集団

帳票01：散布図

散布図で課題となる
学力層や小集団に着目する。

帳票01：個人カルテ

１人１人の伸びや変容の
詳細をデータで把握する。

府

他のデータとつないで見ることで、さらに詳細な分析が可能！
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5 年 組 番 氏名

１　学力ステップと学力の伸び

伸び

3

-1

２　京都府版はぐくみたい力に関する（非認知能力に関する）調査の結果

３　学習の方法・主体的、対話的で深い学びの結果
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（国語）
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（算数・数学）

今年度

昨年度

帳票06：学力ステップの平均の変化
～学年全体の状況と変化を把握～

児童生徒数が少ない学校の事例（集団と個のデータを往還）

帳票01：基礎データ

帳票07：伸びの状況帳票06：学力層の現状

集団

個

帳票01：散布図

帳票01：個人カルテ

平均値との単純比較は参考になりにく
かったけど、個を主にして分析することで、
具体的な手立てを考えやすかったよ。

私の学校は児童生徒数が少ないからこ
そ、個人カルテや基礎データ、散布図等
で一人一人の伸びや変容の分析をしよう。

児童生徒数が少ないからこそ、集団の中で
の一人一人の状況に着目できるね。質問
調査の詳細を「帳票03」で確認したいね。

過去の散布図と比較すると、一人
一人の伸びや変容を追っていくこと
もできるね。

一人一人を分析することで、誰がどの
ステップや学力層にいるかなど、集団
の中での状況が掴めるね。

一人一人の児童生徒の学力値と非認
知能力の伸びや変容に着目できるね。

他のデータとつないで見ることで、集団と個の課題が明確に！

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載
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伸び
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２　京都府版はぐくみたい力に関する（非認知能力に関する）調査の結果
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帳票06：学力ステップの平均の変化
～学年全体の状況と変化を把握～

児童生徒数が多い学校の事例（集団と個のデータを往還）

帳票01：基礎データ

帳票07：伸びの状況
帳票06：学力層の現状

個

集団

帳票01：散布図

帳票01：個人カルテ

私の学校は児童生徒数が多いから
こそ、集団のデータから分析を進めて
みよう。

学力層の現状や伸びの状況を把
握することで、個のデータとつないで
見るきっかけになるね。

気になる学力ステップ等の児童生徒を特定し
やすいね。非認知能力等の回答状況も一覧
で把握できるから、手立ての構築のヒントになる
ね。質問調査の詳細は「帳票03」で確認した
いね。
散布図や個人カルテとつなぎながら見ると、具
体的な手立てを考えやすいね。

気になる児童生徒の学力値の伸びや
非認知能力等の変容に着目できるね。

気になる学力層の児童生徒の非認
知能力等にも同時に着目することで、
データと観察の両輪で集団も個も分
析しやすくなるね。

府の平均値との比較や伸びの状
況から成果と課題を掴みやすいね。

平均値だけでは見えなかった学年
の成果と課題が把握できるね。誰
がどの学力ステップにいるか確認した
いね。各学力層の伸びの状況も確
認したいね。

各学力層の伸びの状況を把握することで、
授業改善のポイントも見えてきそう。
今年度だけでなく昨年度の学力層の状
況も確認したいね。

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載

他のデータとつないで見ることで、集団と個の課題が明確に！
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帳票01：個人カルテ

02 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

教科に関する調査　正誤データ
○○立△△中学校（中学校第２学年）

※1：正答　　0：誤答　　無：無解答　　－：未実施

国語

一(1) 一(2) 一(3) 二 三

難易度
ステップ

11-C 9-A 10-A 10-A 9-A

京都府
平均正答率

38.4 64.4 39.7 47.9 58.9

貴校の
平均正答率

12.5 50.0 25.0 50.0 12.5

○○立△△中学校 8 1 99990 0 0 0 0 1

○○立△△中学校 8 1 99991 0 0 1 1 0

○○立△△中学校 8 1 99992 0 1 0 1 0

○○立△△中学校 8 1 99993 0 0 0 0 0

○○立△△中学校 8 1 99994 0 1 0 0 0

○○立△△中学校 8 2 99995 0 0 0 1 0

○○立△△中学校 8 2 99996 0 1 1 1 0

○○立△△中学校 8 2 99997 - - - - -

○○立△△中学校 8 2 99998 1 1 0 0 0

○○立△△中学校 8 2 99999 0 0 1 0 0

学校名 氏名
出席
番号

1

解答者
番号

組学年

個

集団
問題別集計結果

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

情

報

の

扱

い

方
、

我

が

国

の

言

語

文

化

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と
、

書

く

こ

と

読

む

こ

と

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ 9-A1三
標語を一つに決定するための話合い
の進め方として適切なものを選択す
る

話題や展開を捉えながら話

し合い、互いの発言を結び

付けて考えをまとめること

ができる

49.3 0.3 48.2 1.1 45.2 0.8

9-B

1二
質問により自分の考えをまとめよう
としている内容として適切なものを
選択する

話題や展開を捉えながら話

し合い、互いの発言を結び

付けて考えをまとめること

ができる

87.4 0.3 89.2 0.7 80.2 0.1 6-B

1一(3)
話合いの展開を整理した内容のまと
め方について適切な組み合わせを選
択する

自分の考えや根拠が明確に

なるように、話の中心的な

部分と付加的な部分、事実

と意見との関係などに注意

して、話の構成を考えるこ

とができる

55.7 0.2 60.1 0.7 55.7 0.9

0.4 91.6 0.0 6-C

1一(2)
内容に合う発言者の組み合わせを選
択する

必要に応じて記録したり質

問したりしながら話の内容

を捉え、共通点や相違点な

どを踏まえて、自分の考え

をまとめることができる

81.2 0.3 81.7

1一(1)
司会の発言の内容を注意して聞き、
整理した図に適切な語句を選択する

必要に応じて記録したり質

問したりしながら話の内容

を捉え、共通点や相違点な

どを踏まえて、自分の考え

をまとめることができる

90.9 0.3 89.3

0.7 99.9 0.0 7-B

市町（組合）教育委員会 貴校

難易度

ステップ

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率

(

%

)

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率

(

%

)

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率
(

%

)

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

教科の領域等 評価の観点 問題形式 京都府

帳票04：教科に関する調査_問題ごとの正答率等一覧表
～問題の概要や出題の趣旨等の情報も掲載～

出題した問題は非公開だが、概要や趣旨の
記載内容から学力向上の取組の参考に！

平均値及び難易度ステップを
手掛かりに課題を見出す。

帳票02：教科に関する調査 正誤データ
～１人１人の正誤情報を掲載～

帳票02及び帳票04の見方例（集団と個のデータを往還）

課題となる問題や気になる子どもの
問題別の正誤に着目する。

帳票01：基礎データ

１人１人の状況を
より詳細のデータで把握する。

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載

他のデータとつないで見ることで、集団と個の課題が明確に！

令和８年度から学習指導要領との関連（指導事項）の項目を追加予定
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目指す子ども像や課題に応じて、各帳票をつなぐことが課題解決の手掛かりに！

個人カルテ

帳票01：学力分析シート：データの集計及びグラフ化

○○立△△中学校 中学校第２学年

２年間の「学力ステップ」と「伸び」 京都府版 育みたい力に関する調査（非認知能力に関する） 学習の方法・主体的、対話的で深い学び 前年度からの変容（非認知能力調査等）

本年度

国語

学力の
伸び
国語

前年度

国語

本年度
算数・数

学

学力の
伸び

算数・数
学

前年度
算数・数

学

本年度

英語

自己
調整

学びに対

する積極

性
好奇心

他者と進

んで関わ

ろうとす

る態度

思考の
柔軟性

目標に向

けて取り

組む姿勢
計画性

チャレン

ジ精神

自分らし

さの発揮

心理的
安全性

表層

理解

リハー
サル

体制化 精緻化

主体的・

対話的で

深い学び

（国語）

主体的・

対話的で

深い学び

（算数・数

学）

主体的・

対話的で

深い学び

（英語）

1 ○○立△△中学校 0012719 8 1 10-B 2 9-A 9-B 3 8-B 10-A 3.25 3.33 3.33 3.00 2.33 3.00 3.67 3.33 3.25 3.25 3.00 3.00 2.67 2.00 2.67 3.17 3.00
2 ○○立△△中学校 0012720 8 1 8-A -2 9-B 8-C 0 8-C 11-C 3.50 4.00 3.67 3.67 2.33 4.00 4.00 3.00 3.50 4.00 2.33 3.33 4.00 2.00 2.83 3.33 3.83
3 ○○立△△中学校 0012721 8 1 7-A -3 8-A 5-A 1 5-B 9-C 2.50 3.33 1.67 3.00 2.33 3.67 3.00 2.33 2.75 3.25 3.00 2.00 2.00 2.00 2.33 1.67 2.67
4 ○○立△△中学校 0012722 8 1 9-C 10 5-A 9-C 14 4-B 10-B 2.50 4.00 3.33 3.67 2.33 4.00 2.67 3.33 2.50 3.75 2.67 3.00 3.00 2.67 2.50 3.00 3.00
5 ○○立△△中学校 0012723 8 1 8-C -7 10-B 7-B -7 9-A 10-C 2.75 2.67 2.00 2.67 2.67 3.33 3.00 3.00 3.00 2.50 3.00 3.00 2.33 2.67 3.00 2.17 3.00
6 ○○立△△中学校 0012724 8 2 10-B 0 10-B 8-A 8 6-C 11-C 3.75 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 4.00 3.67 3.75 4.00 4.00 3.67 2.33 3.67 3.83 4.00 3.50
7 ○○立△△中学校 0012726 8 2 11-C 3 10-C 8-B -7 10-A 8-A 2.50 1.00 2.00 2.00 4.00 4.00 1.00 2.00 2.75 1.50 3.00 1.67 3.00 4.00 3.33 2.00 2.50
8 ○○立△△中学校 0012727 8 2 11-B 7 9-C 11-A 10 8-B 11-A 3.00 3.67 3.00 3.67 3.00 3.67 3.00 3.67 3.00 3.75 3.33 4.00 4.00 3.00 3.50 3.33 3.67
9 ○○立△△中学校 0012728 8 2 8-A -6 10-A 9-C -1 9-B 11-C 2.75 3.00 3.33 3.67 2.00 3.33 2.67 3.00 2.50 3.50 3.00 3.33 2.33 2.00 2.83 3.17 3.33
10 ○○立△△中学校 0012760 8 2 - - - - - - 8-A 2.50 3.67 2.67 3.33 2.67 3.67 3.00 3.00 2.50 3.50 3.00 3.33 1.00 3.00 2.83 2.50 3.00

通し番号
個人結果票

のみ希望
氏名学校名 学年 学級

出席
番号

解答者番号
前学年
学級

※空欄の情報は学校で入力

5 年 組 番 氏名

１　学力ステップと学力の伸び

伸び

3

-1

２　京都府版はぐくみたい力に関する（非認知能力に関する）調査の結果

３　学習の方法・主体的、対話的で深い学びの結果

0.17

0.50

3.67

0.33

-0.25

0.00

変容

-0.67

0.33

0.33

0.33

昨年度

2.67

2.75

3.50

-0.67
計画性 2.00 2.33 -0.33

目標に向けて取り組む姿勢 3.00 3.67

-0.33
思考の柔軟性 3.00 2.67 0.33

他者と進んで関わろうとする態度 2.33 2.67

0.00
好奇心 3.33 2.67 0.67

2.67

変容
自己調整 3.00 3.50 -0.50

今年度 昨年度

3.00

精緻化

主体的・対話的で深い学び（国語）

2.67

2.00

1.00

2.50
主体的・対話的で深い学び（算数・数学）

1.33

3.00

2.33

2.67

2.50

表層理解

リハーサル

体制化

3.00

学びに対する積極性 2.67

今年度

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

3.00

2.50

3.50

今年度 昨年度

6-C

6-B

国語

算数・数学

7-C

6-C

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
自己調整

学びに対する積極性

好奇心

他者と進んで関わろう

とする態度

思考の柔軟性

目標に向けて取り組

む姿勢

計画性

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

今年度

昨年度

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
表層理解

リハーサル

体制化

精緻化

主体的・対話的で深い学び

（国語）

主体的・対話的で深い学び

（算数・数学）

今年度

昨年度

基礎データ

１人１人の昨年度からの伸びや変容を
把握できる。

グラフを選択→「点の通番表示」ボタンクリック→プロットされた点を選択すると通し番号を表示 グラフを選択してからボタンをクリックしてください

0.44 -0.06 0.24 0.27 0.33

0.36 0.03 0.21 0.00 0.18

思考の柔軟性

心理的安全性

他者と進んで関わろうとする態度　

自分らしさの発揮

自己調整 学びに対する積極性 好奇心

目標に向けて取り組む姿勢　 計画性 チャレンジ精神

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

点の通番表示

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

12-A

10-A

8-A

6-A

4-A

2-A

0 1 2 3 4

非認知能力等と学力値の傾向 任意の２項目の傾向

・点の散らばり具合から一人一人及び学級の傾向を把握できる。
・大きく外れている点からデータ上の気になる児童生徒を把握できる。

02 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

教科に関する調査　正誤データ
○○立△△中学校（中学校第２学年）

※1：正答　　0：誤答　　無：無解答　　－：未実施

国語

一(1) 一(2) 一(3) 二 三

難易度
ステップ

11-C 9-A 10-A 10-A 9-A

京都府
平均正答率

38.4 64.4 39.7 47.9 58.9

貴校の
平均正答率

12.5 50.0 25.0 50.0 12.5

○○立△△中学校 8 1 99990 0 0 0 0 1

○○立△△中学校 8 1 99991 0 0 1 1 0

○○立△△中学校 8 1 99992 0 1 0 1 0

○○立△△中学校 8 1 99993 0 0 0 0 0

○○立△△中学校 8 1 99994 0 1 0 0 0

○○立△△中学校 8 2 99995 0 0 0 1 0

○○立△△中学校 8 2 99996 0 1 1 1 0

○○立△△中学校 8 2 99997 - - - - -

○○立△△中学校 8 2 99998 1 1 0 0 0

○○立△△中学校 8 2 99999 0 0 1 0 0

学校名 氏名
出席
番号

1

解答者
番号

組学年

02 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

教科に関する調査　ローデータ
○○立△△中学校（中学校第２学年）

※単一選択式は「解答した選択肢」を、複数選択式・短答式は「正：正答　誤：誤答」を表示している。

 また、無は無解答、―は未実施を表している。

国語

一(1) 一(2) 一(3) 二 三

難易度
ステップ

11-C 9-A 10-A 10-A 9-A

京都府
平均正答率

38.4 64.4 39.7 47.9 58.9

貴校の
平均正答率

12.5 50.0 25.0 50.0 12.5

問題形式
選択式

（単）

選択式

（単）

選択式

（単）

選択式

（単）

選択式

（単）

○○立△△中学校 8 1 99990 ウ エ イ エ エ

○○立△△中学校 8 1 99991 イ エ ウ イ ア

○○立△△中学校 8 1 99992 ウ イ イ イ ア

○○立△△中学校 8 1 99993 ウ エ イ エ ア

○○立△△中学校 8 1 99994 ウ エ イ イ ア

○○立△△中学校 8 2 99995 ウ イ ウ イ ア

○○立△△中学校 8 2 99996 イ イ イ ウ ア

○○立△△中学校 8 2 99997 - - - - -

○○立△△中学校 8 2 99998 ア イ イ ウ イ

○○立△△中学校 8 2 99999 ウ エ ウ エ ア

学校名

1

氏名
出席
番号

解答者
番号

組学年

帳票02：学力分析シート：データの集計及びグラフ化

誰が正解だったか、不正解だったかを学年の一覧で確認できる。

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載

学年の1人1人のデータを一覧の中で確認できる。
＊「伸びなかった」「非認知能力等が2.5未満」のセルに着色。
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質問調査集計データ（グラフ有り）児童生徒質問調査回答結果（ローデータ）

03 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

児童生徒質問調査　回答結果（ローデータ）
○○立△△中学校（中学校第２学年）

※　無：無回答　-：未実施

（１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） （９） （１０）（１１）（１２）（１３）

○○立△△中学校 8 1 99990 4 1 2 1 4 4 1 1 2 3 2 1 1

○○立△△中学校 8 1 99991 2 1 2 2 2 2 4 1 2 2 2 2 2

○○立△△中学校 8 1 99992 2 2 1 2 2 1 2 2 1 1 3 2 2

○○立△△中学校 8 1 99993 4 1 3 1 4 5 2 1 3 3 1 4 1

○○立△△中学校 8 1 99994 4 4 4 2 4 4 4 4 4 4 3 4 2

○○立△△中学校 8 2 99995 4 2 4 2 4 4 4 2 4 4 3 4 3

○○立△△中学校 8 2 99996 4 2 3 1 4 5 4 2 3 4 4 5 4

○○立△△中学校 8 2 99997 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

○○立△△中学校 8 2 99998 3 2 2 1 3 3 3 2 2 2 2 4 1

○○立△△中学校 8 2 99999 3 3 3 2 3 5 3 3 3 3 2 4 2

氏名
学習（習慣）・読書

学校名 学年 組
解答者
番号

出席
番号

03 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

児童生徒質問調査　集計データ
○○立△△中学校（中学校第２学年）

質問番号

（１）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 無回答

京都府 6.7 25.3 34.7 33.3 0.0 0.0
市町（組合）教育委員会 11.1 33.3 22.2 33.3 0.0 0.0

貴  校 0.0 25.0 12.5 62.5 0.0 0.0

児童生徒数
京都府 75

市町（組合）教育委員会 18
貴校 8

家で、学校の宿題をしている。

選択肢

１.当てはまる　　２.どちらかといえば，当てはまる　　３.どちらかといえば，当てはまらない　　４.当
てはまらない

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

京都府

市町（組合）教育委
員会

貴 校

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない 無回答

帳票03：児童生徒質問調査_回答結果
～非認知能力等だけでなく全ての質問項目の回答結果～

１人１人の回答状況を把握できる。

学校及び京都府、市町（組合）教育委員会の
回答状況を把握できる。

03

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

（１） 家で、学校の宿題をしている。 当てはまる
どちらかといえば，

当てはまる

どちらかといえば，

当てはまらない
当てはまらない

（２） 家で、学校の授業の予習をしている。 当てはまる
どちらかといえば，

当てはまる

どちらかといえば，

当てはまらない
当てはまらない

（３） 家で、学校の授業の復習をしている。 当てはまる
どちらかといえば，

当てはまる

どちらかといえば，

当てはまらない
当てはまらない

（４） 学習塾に通っている。（家庭教師に教わっている場合も含む） 当てはまる 当てはまらない

（５）
授業で学んだことは、身のまわりのできごとや日常生活に活かせることが多
い。

当てはまる
どちらかといえば，

当てはまる

どちらかといえば，

当てはまらない
当てはまらない

（６）
学校の授業時間以外に、普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、学習
をしているか。（塾、家庭教師も含む）

２時間以上
１時間以上，２時間

より少ない

30分以上，1時間より

少ない
30分より少ない 全くしない

（７）
土曜日や日曜日など学校の休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、学習を
しているか。（塾、家庭教師も含む）

3時間以上
2時間以上，3時間よ

り少ない

1時間以上，2時間よ

り少ない
1時間より少ない 全くしない

質問番号 質問事項

選　択　肢

令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～
生徒質問調査（中学校第２学年）の内容

質問項目一覧

全質問項目と選択肢を把握できる。

帳票04：教科に関する調査_問題ごとの正答率等一覧表
               ～問題の概要や各種正答率等の結果～
04 学校用

令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

教科に関する調査　　問題ごとの正答率等一覧表　　[国語]
○○立△△中学校（中学校第２学年）

集計結果

学校数
平均

正答率

8 60.7

2 58.2

1 52.1

分類・区分別集計結果

問題別集計結果

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

情

報

の

扱

い

方

、

我

が

国

の

言

語

文

化

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

、

書

く

こ

と

読

む

こ

と

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

〇 〇 〇

〇 〇 〇

・ステップはそのステップを、上からABC順に三分割しています。

・学力の伸びは、ステップを数値に変えた上で昨年度との差を計算しています。

（例）　R５ステップ11-A（33）－R４ステップ９-B（26）=伸び（7）

児童生徒数

R５中２

ステップ

（平均）

前年度からの

同集団における

学力の伸び（平均）

京都府 73 9-B -

分類 区分 対象問題数(問)
平均正答率

京都府 市町（組合）教育委員会 貴校

市町（組合）教育委員会 17 9-B -

貴校 8 9-C -

評価の観点

知識・技能 15 64.9 65.1

65.6

話すこと・聞くこと、書くこと 9 55.4 49.0 41.7
教科の領域等

言葉の特徴や使い方 11 63.1 62.0 60.2

情報の扱い方、我が国の言語文化 4 69.9 73.5

61.7

思考・判断・表現 15 56.5 51.4 42.5

読むこと 6 58.2 54.9 43.8

53.0

4 52.7 55.9 37.5

主体的に学習に取り組む態度 0 - - -

選択式 26 61.1 57.2

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

教科の領域等 評価の観点 問題形式

難易度ステップは、およそ70％の確率で正答する学

力ステップ（三分割）に対応しています。

記述式 0 - - -

問題形式

京都府 市町（組合）教育委員会 貴校

難易度

ステップ

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率

(

%

)

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率

(

%

)

正

答

率

(

%

)

無

解

答

率

(

%

)

短答式

0.0 12.5 0.0 11-C

1（２） 発言者の内容を正しく聞き選択する

必要に応じて記録したり質問し

たりしながら話の内容を捉え、

共通点や相違点などを踏まえ

て、自分の考えをまとめること

ができる

64.4 0.0 52.9

1（１）
司会の発言の内容を注意して聞き整

理した図に適切な語句を選択する

必要に応じて記録したり質問し

たりしながら話の内容を捉え、

共通点や相違点などを踏まえ

て、自分の考えをまとめること

ができる

38.4 0.0 35.3

0.0 50.0 0.0 9-A

04 学校用
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

教科に関する調査　　正答率・学力ステップ一覧表　　[国語]
○○立△△中学校（中学校第２学年）

言

葉

の

特

徴

や

使

い

方

情

報

の

扱

い

方

、

我

が

国

の

言

語

文

化

話

す

こ

と

・

聞

く

こ

と

、

書

く

こ

と

読

む

こ

と

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

○○立△△中学校 8 52.1 9-C - 60.2 65.6 41.7 43.8 61.7 42.5 - 53.0 37.5 -

・ステップはそのステップを、上からABC順に三分割しています。

評価の観点別平均正答率 問題形式別平均正答率

前年度からの

同集団における

学力の伸び（平均）

児童生徒数 平均正答率

R５中２

ステップ

（平均）

教科の領域等別平均正答率

・学力の伸びは、ステップを数値に変えた上で昨年度との差を計算しています。
（例）　R５ステップ11-A（33）－R４ステップ９-B（26）=伸び（7）

問題ごとの正答率等一覧表（国語） 正答率・学力ステップ一覧表（国語）

学校の正答率と学力ステップを把握できる。

領域や問題別等の平均を把握できる。
問題の概要や趣旨、難易度ステップを把握できる。

目指す子ども像や課題に応じて、各帳票をつなぐことが課題解決の手掛かりに！

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載
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帳票05：学力分析データ（ステップ・学力値・伸び）児童生徒別
～１人１人の学力ステップ等の推移～

05
令和５年度京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

学力分析データ（ステップ・学力値・伸び）児童生徒別［国語］　
○○立△△中学校（中学校第２学年）

年度 学校コード 学校名 解答者番号 学年 組
出席
番号

Ｒ４
学力ステップ

Ｒ５
学力ステップ

Ｒ３→Ｒ４の
学力の伸び

（ステップの差）

Ｒ４→Ｒ５の
学力の伸び

（ステップの差）

Ｒ４学力値 Ｒ５学力値
Ｒ３→Ｒ４の
学力の伸び

（学力値の差）

Ｒ４→Ｒ５の
学力の伸び

（学力値の差）

R5 ○○立△△中学校 99990 8 1 - 9-C - - - 1.53 - -
R5 ○○立△△中学校 99991 8 1 - 10-B - - - 2.69 - -
R5 ○○立△△中学校 99992 8 1 - 9-A - - - 2.22 - -
R5 ○○立△△中学校 99993 8 1 - 7-B - - - 0.09 - -
R5 ○○立△△中学校 99994 8 2 - 7-A - - - 0.32 - -
R5 ○○立△△中学校 99995 8 2 - 11-C - - - 3.34 - -
R5 ○○立△△中学校 99996 8 1 - 7-C - - - -0.14 - -
R5 ○○立△△中学校 99997 8 2 - - - - - - - -
R5 ○○立△△中学校 99998 8 2 - 9-A - - - 2.18 - -
R5 ○○立△△中学校 99999 8 2 - 7-C - - - -0.10 - -

学力ステップの伸び 学力値の伸び学力ステップの推移 学力値の推移

学力分析データ（ステップ・学力値・伸び）児童生徒別（国語）

１人１人の学力ステップの推移や伸びの詳細を把握できる。

帳票06：各実施主体の調査結果票
～学年の学力値の結果～

　
②
令
和
３
年
度

この調査では、各学年における学力のステップが分かります。ステップが上がるほど難しい問題を解く力があります。過去の結果と比べることで、「学力の伸び」を確認できます。

調査票の見方・活用の仕方

【グラフの見方】

・ 基本的な見方は、児童生徒の個人結果票と同様です。

・ は、貴実施主体の当該学年の学力のステップの平均を表しています。

・ は、当該学年の学力のステップの府平均を表しています。

【活用の仕方（例）】

① 令和５年度の学年ごとの学力に着目する。

② 令和４年度から令和５年度の「学力の伸び」に着目する。

※ ①、②のような視点を踏まえ、さらに他の帳票を合わせ見ることで、課題となる領域や指導改善

の方法などを検討する。

【グラフの見方】

・グラフの縦軸は、学力ステップを36段階で表しています。また、目盛は個人結果票の学力ステップ（12段階）を表しています。

２ページ目 【「学力の伸び」の状況を把握するページ】 構成：「今までの学力の変化」「学力の伸びの状況」「学力ステップのヒストグラム」

３ページ目 【府全体における相対的な位置を把握するページ】 構成：「問題別正答率」「教科の領域等別正答率」「府全体の正答率分布」

ステップ

１

ステップ

２

ステップ

３

ステップ

４

ステップ

５

ステップ

６

ステップ

７

ステップ

８

ステップ

９

ステップ

10

ステップ

11

高

　
　
↑

　
学
力
　

↓

低

ステップ

12

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生

今までの学力の変化

貴実施主体

学力の伸びの状況

H30小４ R１小5 R２小６ R３中１ R４中２ R５中３

3

18

36

【グラフの見方】

・ 貴実施主体における各学力ステップに属する児童生徒の分布割合は、青い柱状グラフ

（■■■ ）で表しています。

・ 府全体における各学力ステップに属する児童生徒の分布割合は、赤い折れ線グラフ

（■━■ ）で表しています。

※ 各ステップに属する児童・生徒の割合について、府全体の平均との比較ができるよう、参考として掲

載しています。

※ 「学力の伸び」と併せて見ることで、重点的な取組を行う際の参考としてください。

まずは、この調査結果票から、「学力の伸び」についての全体的な状況を把握しましょう。

さらに詳細に把握する場合は、他の帳票を参照してください。

貴実施主体

学力の伸びの状況

H30小４ R１小5 R２小６ R３中１ R４中２ R５中３

3

18

36

どの分布も右肩上がり 傾きにばらつき① 傾きにばらつき②

上位層、中位層、下位層の、いずれの層

の児童生徒も学力を伸ばしている。

上位層に伸びは見られないが、中位層、

下位層の児童生徒の学力は伸びている。

上位層は伸びているが、中位層にほとん

ど変化はなく、下位層の学力は下がって

いる。

　
②
令
和
３
年
度

 　②　令和３年度の学年ごとの学力に着目する。 　　⇒　学力が府平均を上回っている／下回っている。 　※　①、②のような視点を踏まえ、さらに他の帳票を合わせ見ることで、課題となる領　 　　 域や指導改善の方法などを検討する。

【グラフの見方】

・グラフの縦軸は、学力ステップを36段階で表しています。また、目盛は個人結果票の学力ステップ（12段階）を表しています。

【活用の仕方（例）】

線の傾きのパターンにより、

それぞれの層に属する児童生徒

の状況を把握し、前年度の指導等

の効果を考えるときの参考とする。

【グラフの見方】

・ 貴実施主体における各学力ステップに属する児童生徒の分布割合は、青い柱状グラフ

（■■■ ）で表しています。

・ 府全体における各学力ステップに属する児童生徒の分布割合は、赤い折れ線グラフ

ステップ

１

ステップ

２

ステップ

３

ステップ

４

ステップ

５

ステップ

６

ステップ

７

ステップ

８

ステップ

９

ステップ

10

ステップ

11

高

　
　
↑

　
学
力
　

↓

低

ステップ

12

小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生

今までの学力の変化

貴実施主体

学力の伸びの状況

H30小４ R１小5 R２小６ R３中１ R４中２ R５中３

3

18

36
◆　⇒　最大値（最も学力が高い児童・生徒が属する学力ステップ）

■　⇒　75パーセンタイル（学力の高い順に並べたときに、上から数えて25％にあたる児童・生徒が属する学力ステップ）

▲　⇒　中央値（学力の高い順に並べたときに、上から数えて50％にあたる児童・生徒が属する学力ステップ）

×　⇒　25パーセンタイル（学力の高い順に並べたときに、上から数えて75％にあたる児童・生徒が属する学力ステップ）

＊　⇒　最小値（最も学力が低い児童・生徒が属する学力ステップ）

どの分布も右肩上がり 傾きにばらつき① 傾きにばらつき②

上位層、中位層、下位層の、いずれの層

の児童生徒も学力を伸ばしている。

上位層に伸びは見られないが、中位層、

下位層の児童生徒の学力は伸びている。

上位層は伸びているが、中位層にほとん

ど変化はなく、下位層の学力は下がって

いる。

学年の学力ステップの伸びの状況を把握できる。
府平均との比較との比較もできる。

各学力ステップに属する児童生徒の分布を把握できる。
府平均との比較との比較もできる。

各層別の伸びの変化の状況を把握できる。
線の傾きのパターンや開き方で状況を把握できる。

目指す子ども像や課題に応じて、各帳票をつなぐことが課題解決の手掛かりに！

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載
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帳票07：学力の伸びの状況
～学校の伸びの詳細結果～

学力の伸びの状況（グラフ）

学力の伸びの状況（表）

異なる年度の同学年の比較（グラフ）

【令和３年度小学校入学。（現小学校６年生）】
学年 小４ 小５ 小６

最上位の児童が属するステップ 21 24 27
上位から25%に位置する児童が属するステップ 17 20 22

中央に位置する児童が属するステップ 15 16 18
上位から75%に位置する児童が属するステップ 11 14 13

最下位の児童が属するステップ 5 8 9

73.7%

76.5%

31.6%

34.3%

小４ 小５ 小６

3(1-A)

18(6-A)

36(12-A)

国語

学年
学力

ステップ
学力値
平均

標準偏差 最大値
75パーセン

タイル 中央値
25パーセン

タイル 最小値
学力

ステップ
学力値
平均

標準偏差 最大値
75パーセン

タイル 中央値
25パーセン

タイル 最小値

小学校４年生 4-A -2.35 1.17 0.37 -1.44 -2.58 -3.06 -4.90 - - - - - - - -
小学校５年生 6-C -1.04 1.17 2.11 -0.34 -1.21 -1.62 -4.41 5-B -1.62 1.15 1.71 -0.79 -1.71 -2.40 -3.70
小学校６年生 6-A -0.57 1.56 2.88 0.61 -0.64 -1.94 -3.21 6-B -0.75 1.73 5.80 0.20 -1.27 -1.70 -3.65

算数

学年
学力

ステップ
学力値
平均

標準偏差 最大値
75パーセン

タイル 中央値
25パーセン

タイル 最小値
学力

ステップ
学力値
平均

標準偏差 最大値
75パーセン

タイル 中央値
25パーセン

タイル 最小値

小学校４年生 4-A -1.30 0.82 0.37 -0.75 -1.28 -1.98 -3.59 - - - - - - - -
小学校５年生 5-A -0.49 0.78 1.42 0.07 -0.58 -0.98 -2.30 5-B -0.79 0.67 1.35 -0.31 -0.72 -1.23 -2.81
小学校６年生 6-B -0.23 0.87 2.78 0.25 -0.33 -0.78 -1.77 5-A -0.53 0.85 1.98 -0.02 -0.69 -1.09 -2.28

Ｒ７学力推定結果 Ｒ６学力推定結果

Ｒ７学力推定結果 Ｒ６学力推定結果

国語

小学校第４学年 小学校第５学年

年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 年度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

ステップ（平均） - - - 14 14 16 ステップ（平均） - - - 19 17 16

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

18(6-A)

3(1-A)

36(12-A)

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

18(6-A)

3(1-A)

36(12-A)

昨年度のからの学力層別の伸び率の状況も把握できる。
自校の学力層を強みや課題を把握できる。

学力層別のステップの推移を把握できる。

各学年の学力推定の詳細を把握できる。

異なる年度で同学年比較することで学力課題の把握にもつながる。

目指す子ども像や課題に応じて、各帳票をつなぐことが課題解決の手掛かりに！

Ⅱ 結果分析及び活用～返却データ～ ＊サンプルデータを掲載
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高

←

国
語
の
学
力
値

→

低

学びに対する積極性

「学びに対する積極性」項目の集計結果

高

←

国
語
の
学
力
値

→

低

学びに対する積極性

「学びに対する積極性」項目の集計結果

帳票01：散布図の見方

帳票01：散布図の見方例①（集団のデータから気になる個を分析）

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～ ＊サンプルデータを掲載

・点の散らばり具合から、一人一人及び学級の傾向を把握しやすい。
・特異点（外れ値）から、データ上の気になる児童生徒を把握しやすい。
・点が重なっている場合があるので、エクセルファイルで確認することで正確に把握できる。

「学びに対する積極性」項目の集計結果が3.0、国語の学
力値が「５－Ｃ」の生徒を表す。

【点の分布の傾向を表す矢印（統計処理による）】
右上がりなので、「学びに対する積極性」の質問に肯定的に
回答している児童生徒が、国語の学力値が高い傾向にあ
ることを示している。

肯定的否定的

2.5

この子どもに注目してみましょう。

データからは、どんなことが分かりますか。

・国語の学力値は相対的に低い
・学びに対する積極性の質問項目には否定的に回答
  ＊2.5を基準に判断

「学びに対する積極性」の項目を確認し、
どんな子どもかを想像してみてください。

・分からないことがあっても、調べたり、人に聞いたりということをあ
まりしないのではないか。

自己評価と教師との見取りにギャップはないか？
否定的な回答だけれども、自己評価が低いだけの可能性も

可能性とういう言葉で分析を終わらせないためには・・・

個人の詳細のデータが掲載されている とつないで見る個人カルテ

複数の教職員で、個人の詳細のデータと観察の両輪で分析
＆

他教科及び他項目の回答状況を確認

教職員間で意見を出し合い
多面的・多角的な分析と指導支援の確立へ！

【相関係数】
１ならば点が一直線に右上がりに、
－1ならば点が一直線に右下がりに並ぶ。
0.30なので、ゆるやかな右上がり傾向を示している。

相関係数は散らばり方の傾向を示す。
×高いから良い。 ×低いから悪い。

帳票01：個人カルテ

5 年 組 番 氏名

１　学力ステップと学力の伸び

伸び

3

-1

２　京都府版はぐくみたい力に関する（非認知能力に関する）調査の結果

３　学習の方法・主体的、対話的で深い学びの結果

0.17

0.50

3.67

0.33

-0.25

0.00

変容

-0.67

0.33

0.33

0.33

昨年度

2.67

2.75

3.50

-0.67
計画性 2.00 2.33 -0.33

目標に向けて取り組む姿勢 3.00 3.67

-0.33
思考の柔軟性 3.00 2.67 0.33

他者と進んで関わろうとする態度 2.33 2.67

0.00
好奇心 3.33 2.67 0.67

2.67

変容
自己調整 3.00 3.50 -0.50

今年度 昨年度

3.00

精緻化

主体的・対話的で深い学び（国語）

2.67

2.00

1.00

2.50
主体的・対話的で深い学び（算数・数学）

1.33

3.00

2.33

2.67

2.50

表層理解

リハーサル

体制化

3.00

学びに対する積極性 2.67

今年度

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

3.00

2.50

3.50

今年度 昨年度

6-C

6-B

国語

算数・数学

7-C

6-C

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
自己調整

学びに対する積極性

好奇心

他者と進んで関わろう

とする態度

思考の柔軟性

目標に向けて取り組

む姿勢

計画性

チャレンジ精神

自分らしさの発揮

心理的安全性

今年度

昨年度

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
表層理解

リハーサル

体制化

精緻化

主体的・対話的で深い学び

（国語）

主体的・対話的で深い学び

（算数・数学）

今年度

昨年度
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とつないで見ることで、複数の個人の情報を一度に閲覧することができる。

列を並び替えることで、気になる層を容易に確認することも可能に！

帳票01：散布図の見方例②（集団のデータから気になる小集団を分析）

高

←

国
語
の
学
力
値

→

低

学びに対する積極性

「学びに対する積極性」項目の集計結果

肯定的否定的

2.5

個人だけでなく、
気になる小集団にも着目する。

の枠の中にいる児童生徒は誰か？
どのような傾向があるのか？

基礎データ

複数の教職員で、複数名のデータと観察の両輪で分析
＆

他教科及び他項目の回答状況を確認

教職員間で意見を出し合い多面的・多角的な分析と指導支援の確立へ！

学年の1人1人のデータを一覧化。
「伸びなかった」「非認知能力等が2.5未満」のセルに着色。

帳票01
基礎データ

他のシートや帳票とつないで見ることで、さらに詳細な分析が可能！

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～ ＊サンプルデータを掲載
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非認知能力等のデータの留意点

非認知能力等の集計方法

回答基準が一人一人異なるため、教職員の観察と合わせた分析が重要！

「高いから良い」「低いから悪い」

なぜなら・・・

Aさんの自己評価

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～ ＊サンプルデータを掲載

Ａさんの「自己調整」は3.25と算出
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教育データを扱う上での留意点

これまで以上に子どもの理解につなげ、１人１人の指導・支援の充実へ

データと教師の観察の二項対立に陥らないこと

学力と非認知能力等や学習の方法の傾向をもとに、１人１人への指導に生かすために

データ VS 教師の観察

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～ ＊サンプルデータを掲載
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○指標化した数値の達成が目的化しがち

できるだけ多角的に分析すること

・データで測れているものは何か？

・捉えられていない要素は何か？

・相関係数のみで見ていないか？

・対象者数を踏まえて見ているか？

常に本来の目的（目指す子ども像）に立ち返る

・手段が目的になっていないか？

・望ましくない活用となっていないか？

・平均値に偏っていないか？

○データで単純に把握しきれないものもある

教育データを扱う上での留意点

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～
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データ と 教員の観察 との両輪で結果の背景も含めて分析し改善

活用推進校での実践例～学びのパスポートの分析手順～

②散布図で状況把握①基礎データチェック

③個人カルテで１年前と比較 ④指導の手立てを協議

担当者だけでなく、全教職員それぞれの視点で分析し、手立てを検討！

分析時の書き込み例～散布図を軸に「個人カルテ」や「伸び」のデータも活用～

学力値と非認知能力等
の散布図を活用

「伸び」に関する散布図も活用

「個人カルテ」も活用

塗りつぶし箇所は
個人名を記載

データと観察との両輪での分析を基に、
気付いたことや現状について書き込み、
手立てを検討し書き込む。

自校の体制と扱うデータは？

Ⅱ 結果分析及び活用～データの見方・捉え方～
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Ⅱ 結果分析及び活用～保護者及び児童生徒～ ＊サンプルデータを掲載

各学年の様式

＊ダウンロード及び編集可能

「答えさえ分かればいいの？」という問いかけや交流も可能！

教員向け資料

保護者及び児童生徒に返却される個人結果票

個人結果票を活用した振り返りと今後の学び方の目標設定

調査結果や回答内容を視覚化

資料の一部を提示

自校の返却方法は？
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Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと
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意味理解（概念的な理解）が不十分で長期記憶に至っていないのでは？

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～学力値が伸びた児童生徒の割合～

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～令和７年度の各教科の傾向～

小学校
第５学年

小学校
第６学年

中学校
第１学年

中学校
第２学年

中学校
第３学年

国語 75.9 65.6 71.0 56.6 62.0

算数・数学 72.2 65.5 76.0 63.4 66.5

英語 69.7

学力ステップが上がったと
判断する３つの要素

①昨年度学んだ内容ができること
②一昨年度までに学んだ内容もできること
③昨年度より難易度の高い問題が解けること

自校の伸び（％）＝伸びた児童生徒数÷受検者数×100

単位(%)
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Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～令和７年度の各教科の傾向～
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Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～令和７年度の各教科の傾向～

令和５年度全国学力・学習状況調査から
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学力値と学びに対する積極性、

学力値と精緻化（意味も含めて統合的な理解）との間に相関関係が！

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～学力値と非認知能力等との関連～

手続き的な理解に終始せず、意味理解（概念的な理解）を！

令和７年度全国学力・学習状況調査でも同様の傾向

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～令和７年度の各教科の傾向～
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関連付けて理解した内容は剥落しにくい長期記憶へ

深い学びの必要性

子どもたちの学びの質を、できるレベルに留めず、意味も含めて分かるレベルへ、

さらには、使えるレベルへと引き上げ、思考力、判断力、表現力等を働かせながら、
生きて働く知識・技能が身に付くような授業づくりを

覚えたことを再現するだけでなく、意味理解（概念的な理解）の必要性

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～意味理解（概念的な理解）につなげるために～
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学力ステップが上がるほど意味理解（概念的な理解）を求められる傾向

学びのパスポートの学力ステップの傾向から

現在地

目 標 ギャップ…類推と試行錯誤が生まれる

＊自己調整＝学びの状態 ＊＊自由進度学習（複線型授業）＝方法

試行錯誤の中での学習サイクル…
①見通し
②実行
③振り返り

学習サイクルを回す上で…
①動機付け
②学習の方法
③自己調整

自己調整のステップ…
①観察（見てやり方を学ぶ）
②模倣（自分で真似してみる）
③自己制御（自分のものにする）
④自己調整（自分に合った形で工夫してできる）

できそう✕よさそうと
試行錯誤と振り返りの繰り返しが
学習のポイントに！

自己調整を大切にしている学校では…

＊サンプルデータを掲載

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～意味理解（概念的な理解）につなげるために～
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認知能力と非認知能力を一体的に育むために～指導案の工夫例～

「付けたい力」と「発揮させたい非認知能力等」を基に授業構想へ

学校改善プラン

全教職員で共有

データと観察の
両輪による分析で課題の明確化

散布図を
活用した分析

散布図以外も
活用した分析

全教職員で分析

非認知能力の発揮
学習の方法の工夫

主体的・対話的で
深い学びの実現

現状の児童生徒の姿

ギャップ

認知能力と非認知能力との二項対立にならない授業構想を

主体的・対話的で深い学びの実現

教材研究を通じて、
未習事項と既習事項を言語化し、
付けたい力を具体的に記述

本時における「非認知能力等の発揮」を言語化

目指す子ども像

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～意味理解（概念的な理解）につなげるために～
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「もっと知りたい、探究しよう」とする知的好奇心をくすぐる

授業展開や学習活動の工夫を

「教科が好き」と学力、「教科が好き」と非認知能力等との関連

◇既習事項や他教科の学びを生かす等の学習経験を積むことで、教科の魅力や学ぶ意義
を児童生徒が実感させることが大切

◇児童生徒が自分の考えを表現することや他者との対話に価値を見出し、目的意識をもっ
て学習活動に取り組むことが大切

・「教科の学習が好き」という質問項目と
「学力値」だけでなく、非認知能力等や
学習方法、「主体的・対話的で深い学
び」は、正の相関関係が見られた。

・「教科の学習が好き」であることと、「主
体的な学び」に関連があると考えられる。

自校の教科が好きの割合は？

自校の児童生徒は、学ぶ意義や目的をどのように捉えているか？

Ⅲ 学びのパスポートから見えてきたこと～意味理解（概念的な理解）につなげるために～
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Ⅳ 研究校の実践の足あとから
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Ⅳ 研究校の実践の足あとから

全教職員で指導を振り返る機会を設定

学ぶ意義を実感できるような授業 非認知能力等を発揮する場面設定

集団と個の双方からデータ分析全教職員で対話・考える研究会

研究校で共通していることは

分析例

活用例
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「京都府学力・学習状況調査」活用推進事業に係る研究校

【１期校：令和５・６・７年度研究校】

・綾部市立綾部中学校ブロック

（綾部中学校、綾部小学校、吉美小学校、中筋小学校）

・宮津市立栗田学院

（栗田中学校、栗田小学校）

【２期校：令和６・７・８年度研究校】

・向日市立西ノ岡中学校ブロック

（西ノ岡中学校、第２向陽小学校、第６向陽小学校）

・井手町立泉ヶ丘中学校ブロック

（泉ヶ丘中学校、井手小学校、多賀小学校）

・城陽市立西城陽中学校ブロック

（西城陽中学校、今池小学校、寺田西小学校）

・南丹市立園部中学校ブロック

（園部中学校、園部小学校、園部第二小学校）

【３期校：令和７・８・９年度研究校】

・福知山市立成和中学校

・与謝野町立山田小学校

Ⅳ 研究校の実践の足あとから～実践事例紹介～
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業１期校（令和５・６・７年度）

綾部市立綾部中学校ブロック＜綾部市立綾部中学校・綾部小学校・中筋小学校・吉美小学校＞

中学校ブロックで体制を構築し研究を推進
ブロックの共通教育目標と各校の研究主題を繋げ、育てたい児童生徒像を明確化

教職員研修と子どもの学びを連動させ、児童生徒の資質・能力を育成

目指す子ども像 自立と貢献～夢をもち 仲間とともに 未来を切り拓く 子どもの育成～

「My Action！」では、教職員が自ら定めた研究テー
マに取り組み、成果や課題について共有。国語科の分
科会では、研究テーマの「自己調整」の力を、授業の
どの場面で発揮させていくのかについて検討。その際、
学びのパスポートの質問項目を活用して協議を実施す
る等、活用推進に向けた取組が随所に見られた。

My Action！
自ら定めた研究テーマの報告

分科会
担当が責任をもって運営・提案

学びのパスポートの活用
質問調査結果を授業に生かす

活発な協議
話したい、聞きたいが溢れる時間

綾部中学校ブロック研究会

分科会（全小・中学校）
学びが深まるよう工夫された 提案性のある 研究報告が各校から

公開授業（綾部小学校、綾部中学校）
授業の中で「自己調整力」を発揮できるような場面の工夫が！

綾部中学校ブロック自主研究発表会

自主研究発表会では、小・中学校での公開授業、分
科会での各小・中学校の研究報告、全体会でのブロッ
ク全体の研究報告が行われた。「京都府学力・学習状
況調査～学びのパスポート～」を活用した３年間の研
究成果や課題、今後の展望について参加者と共有した。

成果と今後に向けて
・将来の展望をもっている生徒 → 各学年ともに３年前に比べて結果は向上
・中学校第３学年の自己調整に関する質問調査結果 → 昨年の５月より全ての項目で向上

令和７年度 中学校第３学年の結果
→ 国・数・英の学力が着実に向上
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業１期校（令和５・６・７年度）

宮津市立栗田中学校ブロック＜宮津市立栗田中学校・栗田小学校＞

子どもたちの学び手としての意識が途切れるとことなく同じスタイルで
学びを進めたことにより非認知能力の大きな変容へ

学びのパスポートの結果分析を教師の見取りの根拠として活用し、更なる授業改善へ

目指す子ども像 未来を生きる心身ともにたくましい幼児・児童・生徒の育成

合同研修
学びのパスポートの結果分析も、公開授業の事後研修も全ての児童生徒の顔が分かる先生たちだからこそ、

幼・小・中の全ての校種混在のグループでそれぞれの視点からの分析ができる

栗田中学校ブロックの強み

幼稚園、小学校、中学校が様々な取組を合同で進めており、校種を超えた連携の意識が強い。
全教職員が、同じベクトルで子ども一人一人を丁寧に見取り、成長に導く意識をもっている。そ
れに加えて、学びのパスポートの研究を通して、授業づくりについても指導観及び支援観を共に
考え、共有し進めてきた。

少人数ならではのよさを生かして、一人一人の成長をきめ細やかに見取ってきた。だからこそ、
３年間を見通した目標に加えて、子どもたちの成長に合わせて、研究の方針を微調整し、目の前
の子どもたちの状況にあった最適の研究を進めることができた。

↓
子どもたちの非認知能力の変容につながった。

ステップや方法（ゴールに向かう姿）
学びのコーディネーター

（教員は子どもがその姿を実現するよう授業をコーディネイト）

目指す姿への変容
子どもたちも教員も目指す姿にどのように向かっていけばいいのか、
ゴールに向かうまでの姿を共有し、確認できるようにした。

先輩としての姿を見せたい
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学ぶ意義を実感できる教科指導の在り方の研究の充実
「目指す子ども像」と「教科の目標」を掛け合わせた授業づくりの実践

「なぜ学ぶの？勉強するのですか？」
「高校や大学に進学したいから」「将来の役に立つから」「勉強しなさいといわれ
るから」･･･など、人それぞれかもしれません。
例えば、数学を学ぶことで論理的思考が鍛えられ、問題解決の力が身に付く。
歴史を学ぶことで過去の人々の生き方を知り、自分たちの未来を考える力を養
える。先生は保健体育が専門でしたが、大人になっても運動に親しみ、健康な
生活を続けていく力を育てようと授業をしていました。
学ぶことは、ただ知識を得るだけでなく、考え方や学び方、正解のない問いへ
の向き合い方といった課題を解決する力を伸ばすことでもあります。皆さんが大
人になって活躍するこれからの時代は先行きが不透明で予測困難かもしれませ
ん。中学校の学習では、１つの正解を効率よく見付けるだけではなく、膨大な
情報から何が重要かを選択肢、自ら問いを立てて、主体的に他者と協働しな
がら解決を目指し、新たな価値を生み出していく力を伸ばしてください。

向日市立西ノ岡中学校 入学式の式辞より

非認知能力等の発揮×深い学びの実現

向日市立第６向陽小学校 第１学年 図画工作の単元構想

学習の手引き：なぜ学ぶのか×学習のやり方

研究で大切にしていること
向日市立第２向陽小学校 研究内容

京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業 ２期校（令和６・７・８年度）

向日市立西ノ岡中学校ブロック＜向日市立西ノ岡中学校・第２向陽小学校・第６向陽小学校＞

人とつながりながら、生涯にわたって主体的に学び続ける子ども
自ら見つけた課題について、探究的に深く学び解決できる子ども目指す子ども像

これまでの学校の研究に「深い学び」と「自己調
整」を大切にした授業づくりの研究を充実させて
いる。

学ぶ意義の実感を目指して

「目指す子ども像」だ
けでなく、「資質・能
力の育成」も目指した
単元づくりの見える化
している。
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業２期校（令和６・７・８年度）

井手町立泉ヶ丘中学校ブロック＜井手町立井手小学校・多賀小学校・泉ヶ丘中学校＞

目指す学びの姿を共有し、学年や学校を超えて意識を高めたブロック及び校内研修の取組
学び方を選び、目標に向かって主体的に粘り強く取り組む児童生徒が増えた教室の姿

目 指 す 子 ど も 像
「地域とつながる力」「変化する社会を生きぬく力」「人権を大切にする行動力」「たくましく豊かな人間力」

これらの力を使い、未来のまちづくりを担っていく子ども

中学校ブロックで「共通の重点概念」を設定

・ 思考の柔軟性 ・ 自己調整 ・ 目標に向かって取り組む姿勢

・各校共通アイコンを作成し、授業掲示や指導案で活用

事後研究会では、授業のねらいの達成度に加え、児童生徒が非認知能力を発揮していた場
面についても協議。授業者が意図的に設定した場面だけでなく、参観者が見出した新たな場
面についても意見を出し合い、多面的に授業を振り返った。

学習カードによる振り返りでは、児童生徒がその日の学び
や課題を具体的に文章化し、教師のコメントを受けて次の行
動を考える流れが確立している。学習を「できた／できな
い」で終わらせず、理由や改善策まで言語化することで、学
習の見通しをもつ力・振り返って軌道修正する力（自己調
整）が着実に育っている。

思考の柔軟性

目標に向かって
取り組む姿勢

目標を自分事として捉えられるよう、目標の意味付けやステッ
プを可視化するなどの工夫をしたことで、主体的に取り組む姿勢
に変化が見られた。

異年齢での話し合い
活動や教え合いを通し
て、異なる意見に向き
合い、考え方を見直そ
うとする場面が見られ
た。また、問いかけを
手がかりに、多面的に
考えようとする姿も
徐々に広がっている。

自己調整

・授業研究会では、授業者が「どの非認知能力を働かせたいか」を明確化し、参観者と共有
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業 ２期校（令和６・７・８年度）

城陽市立西城陽中学校ブロック ＜城陽市立西城陽中学校・寺田西小学校・今池小学校＞

中学校ブロック全体で「目指す子ども像」を共有することで強力に研究を推進
児童生徒だけでなく、教師も心理的安全性を高めながら「ブロック全員で」取り組む風土を醸成

各小・中学校の管理職や研究推進担当、教務主任が
参加し、昨年度からの各校の継続した研究における成
果と課題、児童生徒や学校の変容等について報告及び
共有するプロジェクト担当者会議を行っている。城陽
市教育委員会、山城教育局から各校での実践について
指導助言をもとに、中学校ブロックの方向性を一致さ
せている。

授業研究会・学びのパスポート活用推進プロジェクト会議

公開授業（西城陽中・寺田西小・今池小）
ブロックで目指す児童生徒像を共有し、「教科で求められている資質・能力」を育む授業づくり

西城陽中学校ブロック授業研究会

取組の発信・共有

校内での共有はもちろん、成果を３校でも
交流することで研究の方向性を一致させてい
る。授業を軸にした教員の交流は同僚性を高
め心理的安全性を高める一助としている。

各校、便りやリーフレット等を活用して
研究推進部から積極的に情報発信を行って
いる。活発に授業交流が実施され、授業記
録や授業者からの振り返り、各種フィード
バック等を日常的に共有している。

今年度の研究を振り返って（職員室の先生から）…
「研究が楽しかった。しんどい研究ではなく、やってみたいと思え
るように、私たちを牽引してくれてありがとうございます。来年は
自分自身も主体的な学習者として研究していきたいと思います。」

「付けたい力」を実現する授業づくり
西城陽中 ２年生 英語科「Performing a Play」

①「目指す生徒像」の実現のために「付けたい力」を明確化する。
…【好奇心・心理的安全性】

②そのためのアプローチを言語化して授業計画に活かす。
…【好奇心】：身近なことにつなげる
→有名企業のアイスクリームを題材にし、優れたものは
HPからアイデアを送る。

…【心理的安全性】：ペア活動で自分の考えを伝える
→全体で英語を話しやすい雰囲気を作る。

目指す子ども像
・互いに認め合い、自ら考え行動する 自ら考え学び合う子
・人と人とのつながりを大事にし、お互いを思いやりながら高め合える関係性
を築き、社会の中で生きる力をもった子

昨年度の研究テーマ「心理的安全性」をベースにしつつ、
各校の特色を生かした実践について研究が進められている。
ブロック内で「西城陽中ブロックで目指す子ども像」を共通
確認しながら、「教科で求められている資質・能力を身に付
けていくための授業」について活発に研修を行っている。
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業２期校（令和６・７・８年度）

南丹市立園部中学校ブロック＜南丹市立園部中学校・園部小学校・園部第二小学校＞

キャリア教育の視点を大切にした小・中学校９年間の系統的な総合的な学習の時間を実施
総合的な学習の時間で培われた非認知能力を他教科でも発揮できる仕掛けづくり

非認知能力を軸に中学校ブロック内での互いの取組を学び合える強み

発揮させたい非認知能力
ブロック共通のチャレンジ精神に加え、各校の状況、取組に合わせてを発揮させたい非認知能力をそれぞれで設定することで、ブ
ロックとしての一体感をもちながらも、各校の特徴が発揮できる。

指導案への記載 ～記載することで指導者が意識、参観の視点も明確に～

＜園部中学校＞結果の分析（個に注目して）⇒個に応じた指導

＜ブロック共通＞ チャレンジ精神

＜園部中学校＞
目標に向けて取り組む力

計画性

＜園部小学校＞
思考の柔軟性

＜園部第二小学校＞
自己調整

思考の柔軟性

＋

全ての教科 算数 国語

学びのパスポートの結果分析は、
担任と副担任がペアとなり、個に
焦点を当てて、とことん分析

結果分析を生かして
手立てを考える

＜園部小学校＞校内研修の工夫：適用題からふりかえる授業改善の実現に向けて

ロイロノート上の指導案に、成果
と課題を即時共有している。

担当を決め、個々の児童の様子を
分担して観察・記録している。

協議時間の確保や
教員間の他者参照を目的に

〇園部中学校 〇園部第二小学校

学びのパスポートの活用による認知能力と非認知能力の一体的な
指導の在り方について目指す子ども像
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教員一人一人の実践の共有を大切にしたRV-PDCAサイクルの確立
全ての教科で「深い学び」の実現を目指した研究

振り返りの内容を重視

自然と自己調整する姿

道徳科の深い学び日常的に「なぜ？」を大切にする授業実践

多面的・多角的な「Research」

「 Vision 」を基に「Plan」「Do」 「Check」の実施

「Action」の工夫から次の「Plan」の構築へ

京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業３期校（令和７・８・９年度）

福知山市立成和中学校

自ら考え、よりよくつながり、挑戦し続ける子目指す子ども像

学力向上のために「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して
～実践をブラッシュアップできるRV-PDCAサイクルの確立～

～散布図だけでなく、伸びや質問調査を経年比較～

教科の壁を取り払い、全教員で「深い学び」の実践を共有している。
失敗を恐れず本音で話せる信頼関係があるからこそ、成功事例だけでな
く不安や課題も率直に共有でき、各教員が自発的に改善策も含めた次な
る「Plan」を構築できる。

～「深い学び」の実践共有～

①目指す姿と現状の
ギャップから課題を焦
点化する。

②課題解決のために、
授業での具体的な目指
す姿を言語化し共有す
る。

③目指す子ども像の実
現と深い学びを掛け合
わせた授業づくりを全
教科で構想する！

～データと観察の両輪による分析に基づく研究の推進と効果検証～
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京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～活用推進事業３期校（令和７・８・９年度）

与謝野町立山田小学校

目指す子ども像 つながる 考え行動 チャレンジ・リトライ

結果分析

校内研修「学びのパスポート研修」

結果返却

研究授業

「個人分析シート」を活用し、全児童を分析、個への支援、授業改善への視点を明確にしている。

主に個に焦点をあてた分析を実施。昨年度からの変容や今後の方針について検討している。

学びのパスポートの
調査の意義、振り返
りのポイント等を児
童たちに説明してい
る。学校全体でスラ
イドデータを共有し、
学年を超えて同じ指
導ができるような工
夫がある！

既習事項を確認し、本時の
学習の見通しをもたせるこ
とで、主体的な学びへと！

すべての子ども達が自分事として調査結果の振り返りができる環境を構築している。

ＩＣＴを効果的に活用し、
仲間と協働して学ぶ姿が！

小規模校の特性を生かし、児童一人一人に焦点を当てた取組を推進
結果分析・結果返却・授業改善を組織的に行い、

ＲＶ-ＰＤＣＡサイクルを循環させて、児童の資質・能力を育成

結果分析を踏まえ、個への支援・手立てを指導案に記載している。
個別最適な学び、協働的な学びの視点から授業改善を推進している。

第５学年 算数科 「面積」 第１学年 算数科 「大きいかず」

Enjoy ～全力で楽しもう～
を掲げて研究授業を実施

前時の振り返りと既習内容の
共有、学習の見通しの確認か
らスタート！

友達や教師からヒントをもら
い、自己決定しながら、問題
解決を進めていく姿が！

分析結果を踏まえ、一人一
人に応じた指導・支援の充
実へと！
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Ⅴ 提言
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１ 「RV-PDCAサイクル」：全教職員でデータの活用を

学びのパスポートのデータは、調査対象教科に限らず、全ての授業や学級経営など、１

年を通じて学校教育全体で活用できるものです。あらゆる場面で参照することで随時の効

果検証となり、次年度の構想にも反映させることができます。「分析の時」や「校内研修の

時」、「結果返却の時」だけ利用するデータはではなく、全教職員がいつでも見られ、常に活

用される環境にあることが理想です。

また、RV-PDCAサイクルを回しながら、学校やブロック全体としての方向性を明確にし、

意識を一致させて取り組んでいくことが必要です。「学校改善プラン」の活用によって、「目指

す子ども像」や具体的な取組の意義などを全教職員で共有することができます。定期的に

全体での確認の場を設け、RV-PDCAサイクルを循環させていきましょう。

２ 「データと観察の両輪による分析」：これまで以上の指導・支援の充実を

児童生徒の伸びや変容から指導・支援の在り方を振り返り、改善していくことが重要です。

「結果データ」と「日常の子どもの様子の見取り」の両面から教室の姿を多角的に捉えること

で、児童生徒理解は一層深まります。研究主任、教科担当、担任だけで分析を行うので

はなく、日頃から子どもを見守っている全ての教職員が具体的な姿を共有しながら手立てを

検討することで、よりよい指導・支援につながります。また、個人カルテ（帳票01）や質問

調査結果（帳票03）などを活用し、より一層「個」に焦点を当てることで、「指導の個別

化」や「学習の個性化」もさらに進めていくことができます。

３ 「自校の現在地の把握」：集団と個の伸び悩みの分析・共有を

京都府全体の調査結果からは、認知能力について、中間層の伸び悩みが明らかになって

います。授業改善においては、教科等で求められる資質・能力を「知っている」「できる」と

いった表層的な理解にとどめず、「意味も含めた分かる」レベル、「知識・技能が生きて働き、

社会や生活場面等で実際に使える」レベルへと高めていく単元づくりが求められます。「認知

能力と非認知能力を一体的に育む」ことを軸にしながら、「目指す子ども像」を実現していく

ための手立てを構築していくことが大切です。帳票06及び帳票07、帳票01の個人カルテ

等のデータを用いて、集団と個の現在地や伸び悩みを分析したことを共有し、全教職員で

課題解決に取り組みましょう。

Ⅴ 提言
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